
様式第２号（第５条関係）

事業の名称(商品名)

１）実施主体（会員名）

３）所在地

４）担当者名

６）メールアドレス

１）事業概要・目的

現状の課題を踏まえた上で、
どのようなテーマでどのような取り組
みを通じ、新規商品開発に結びつけて
いくか

（１）具体的な事業内容

（２）イメージ図
（写真・手書き等）
※別紙可

（３）事業実施スケジュール

（４）想定販売価格

（５）想定販売価格の理由

（６）初月売上目標

（１）小栗公並びに高崎市を連想
　　　させるために行った工夫

（２）Ａ：どのような地域資源を
　　　活用したか
　　　※Ｂは記載不要

（３）既存の商品との差別化
      を図る工夫

５）効果及び継続性
本事業終了後、翌年度以降の
持続的な実施を想定している点

４）新規性・創造性

※取組の内容が法令に違反することが判明した場合、又は、申請の内容に虚偽があった場合には、補助金の全額返還を求めることがある。

※Ａ：加工食品や菓子など、Ｂ：工芸品など
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２）代表者名

１．申請者

２．取組について

３）実現性

５）電話番号

担当者

２）実施体制

実施体制を構成する各団体で
想定される役割
（各団体における担当者等を記載する
こと。）

団体名 事業における役割


